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災
害
が
発
生
し
た
際
、

公
園
や
道
路
に
ご
み
が
山

の
よ
う
に
積
み
あ
が
っ
て

い
た
り
、
行
政
が
指
定
す

る
一
次
仮
置
き
場
に
長
い

車
の
列
が
で
き
て
い
る
映

像
を
見
た
記
憶
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
広
島
に
お
い
て

も
平
成
30
年
7
月
豪
雨
の

際
、
災
害
ご
み
の
置
き
場

が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
に
よ
る
混
乱
、
復

旧
へ
の
焦
り
、
や
り
場
の

な
い
怒
り
な
ど
、
現
場
で

は
分
別
ど
こ
ろ
で
は
な
い

と
い
う
気
持
ち
も
わ
か
り

ま
す
の
で
、
平
時
か
ら
備

え
て
い
れ
ば
、
い
ざ
と
い

う
時
に
災
害
ご
み
を
分
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

災
害
ご
み
も
、
最
終
的

に
は
分
別
さ
れ
て
処
理
さ

れ
ま
す
。
大
き
な
災
害
が

起
こ
る
と
、
行
政
は
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
一
次

仮
置
き
場
を
開
設
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
不
燃
物
・

家
電
類
・
石
膏
ボ
ー
ド
・

可
燃
物
な

ど
10
分
別

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
早

く
搬
出
し
よ
う
と
、
無
分

別
に
一
次
仮
置
き
場
に
持

ち
込
ん
で
し
ま
う
と
、
積

み
下
ろ
し
場
で
分
別
す
る

こ
と
に
な
り
、
時
間
も
か

か
っ
て
、
結
果
的
に
大
渋

滞
が
発
生
し
、
み
ん
な
の

イ
ラ
イ
ラ
が
増
え
て
い
く

と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て

し
ま
う
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
独
居
の
高
齢
者

や
車
が
被
災
し
た
り
、
車

を
持
た
な
い
家
庭
な
ど
、

自
力
で
ご
み
の
搬
出
が
困

難
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

共
助
・
近
助
で
地
域
の

復
旧
を
め
ざ
す
に
あ
た

り
、
地
域
内
の
空
地
、
駐

車
場
、
田
畑
な
ど
の
私
有

地
を
、
一
時
的
に
そ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
零
次
仮
置

き
場
」
と
し
て
使
え
る
よ

う
に
、
調
整
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を

活
か
し
、
平
時
の
う
ち
に
、

地
権
者
や
行
政
と
連
携

し
、
零
次
仮
置
き
場
の
使

い
方
、
原
状
復
帰
方
法
を

調
整
し
、
災
害
ご
み
に
対

す
る
備
え
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　11 月 9 日、ひろしま気候変動適応
セミナーを無事開催することができま
した。会場・オンラインの同時開催は
初の試みではございましたが、たくさ
んの方にご参加いただき、誠にありが
とうございました。
　この度のセミナーでは、国立環境研
究所気候変動適応センターの向井セン
ター長をお招きし、世界の気候変動に
関する現状と、日本では短時間強雨や
大雨の発生、日最高気温が 30℃以上
の日が増えているなどの観測結果と将
来発生するであろう気温や生態系の予
測についてご紹介いただき、気候変動

の緩和・適応策の関
係についてお話しい
ただきました。
　また、広島県の事

例として、農業技術センターの大川次
長から、農業分野では気温上昇により
高温になると、水稲の米粒の品質低下
やブドウの着色不良などの発生が懸念
されていること、その対策として高温
下でも醸造適正の高い酒米の育成やブ
ドウ「安芸クイーン」の着色向上の研
究が進められていることが発表されま
した。　林業技術センターの坂田部長
からは、林業分野で高温の影響により
春先に植栽した苗木が枯損してしまうこ
と、その対策としてコンテナ苗の生産
や、成長の早い樹種「コウヨウザン」
の利用の研究が進められていることが
発表され、終わりに広島県環境県民
局環境政策課の渡邉課長から広島
県の気候変動対策に関する施策に
ついて紹介がありました。
　これからもひろしま気候変動適応
センターでは、気候変動の影響と適
応に関する情報を発信していきま
す。

（ひろしま気候変動適応センター）

　

今
回
は
、
現
在
県
が
整

備
を
進
め
て
い
る
、
新
た

な
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
、
広
島
県
で
は
、

県
の
「
動
物
愛
護
管
理
推

進
計
画
」
に
掲
げ
る
基
本

理
念
で
あ
る
「
人
と
動
物

と
の
調
和
の
と
れ
た
共

生
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
の
拠
点
と
し
て
、
広

島
空
港
付
近
の
県
有
地
に

新
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
令

和
５
年
８
月
の
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
は
全
国
的
に
も

収
容
さ
れ
る
犬
猫
の
頭
数

が
多
い
県
で
す
が
、
昭
和

５５
年
に
設
置
さ
れ
た
現
在

の
セ
ン
タ
ー
は
、
譲
渡
用

犬
猫
の
効
果
的
な
展
示
施

設
が
な
く
、
犬
猫
の
返
還

譲
渡
の
促
進
に
適
し
た
構

造
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新

セ
ン
タ
ー
は
、
そ
う
し
た

問
題
点
を
改
善
し
、
譲
渡

促
進
や
動
物
愛
護
・
適
正

飼
養
の
さ
ら
な
る
啓
発
が

可
能
な
施
設
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
広
い
芝
生
広

場
や
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
使

用
で
き
る
研
修
室
、
譲
渡

用
の
犬
猫
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
が
で
き
る
展
示
室
な

ど
、
魅
力
的
な
設
備
を
備

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

獣
医
療
設
備
を
充
実
さ

せ
、
収
容
施
設
は
運
動
ス

ペ
ー
ス
を
含
む
十
分
な
面

積
を
確
保
し
、
飼
養
環
境

の
改
善
を
図
り
、
動
物
福

祉
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
県
が
実

施
し
て
き
た
譲
渡
会
や
動

物
愛
護
教
室
等
に
加
え

て
、
週
末
に
は
、
民
間
事

業
者
、
動
物
愛
護
団
体
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
周
辺
企

業
と
も
連
携
し
た
イ
ベ
ン

ト
開
催
を
計
画
し
て
お

り
、
セ
ン
タ
ー
が
明
る
く

楽
し
い
雰
囲
気
で
、
多
く

の
人
が
集
ま
る
施
設
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ま
も
是
非
一
度
、

新
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
い

た
だ
き
、
動
物
愛
護
・
適

正
飼
養
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

（
広
島
県
健
康
福
祉
局

食
品
生
活
衛
生
課
）
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④気候変動の緩和・適応策の関係

少
し
で
も
分
別
さ
れ
た
零
次
仮
置
き
場
の

回
収
は
ス
ム
ー
ズ

行政の初動マニュアルに記される一次仮置き場のレイアウト例

新しい動物愛護センターイメージ俯瞰図（上）、正面図
（下）


